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　新発田市菅谷地区で果樹を中心とした複合経営を行っている髙橋健太さんは、昭和51年の就農以来、
常に新しい消費者ニーズや時代の変化に対応しながら経営を実践し、地域農業を牽引してきました。
　髙橋さんは、果樹産地の未来のために後継者育成が重要だと考え、研修受入農家として、若者や学生
に積極的に研修の機会を提供しています。また、園芸参入塾
の塾長として、新規就農者等へ栽培の
基本技術から作業の効率化、経費削減
のノウハウまで指導し、プロ農家の育
成に尽力しています。
　これらの長年の取組が高く評価され、
令和７年度全国優良経営体表彰「担い
手づくり部門」で農林水産省経営局長
賞を受賞されました。

果樹経営の実践を通じた若手育成への貢献
髙橋 健太 さん（新発田市）

　農事組合法人アグリ竹俣は、新発田市川東地区で活動していた生産組織の解散を契機に、令和元年４
月に有志４名によって設立されました。
　設立当初から水稲を中心に露地野菜や大豆を栽培してきましたが、面積拡大に伴う人手不足への対応
として、地区内の福祉事業所「のぞみ工房（現のぞみふぁーむ）」との連携に取り組んでいます。
　当初は育苗箱の洗浄やタマネギの収穫作業等から始まった取組ですが、のぞみふぁーむの組織改編に
伴う事業内容の変更もあり、現在では栽培管理や出荷調整だけでなく、煎り豆な
どの新商品開発や農産物の販
売にも連携範囲を広げていま
す。さらに、収穫祭などの地
域住民との交流イベント等も
共に取り組んでいます。
　これらの取組が高く評価さ
れ、令和７年度新潟県優良経
営体等表彰「農福連携の部」
で知事賞を受賞されました。

農福連携を核とした多様な農業の展開 （農）アグリ竹俣（新発田市）

令和７年度新潟県知事認定の地域リーダーを紹介します（敬称略）令和７年度新潟県知事認定の地域リーダーを紹介します（敬称略）

令和７年度全国優良経営体表彰事業 
農林水産省経営局長賞
（担い手づくり部門）

 

橋　健太

 

新発田市

令和７年度新潟県優良経営体等表彰事業 県知事賞（担い手づくりの部）

令和７年度新潟県優良経営体等表彰事業 県知事賞（農福連携の部） 農事組合法人 アグリ竹俣 新発田市

令和７年度新潟県「農の匠」表彰事業 農の匠 伊藤　幸成 聖 籠 町

令和７年度新潟県農林漁業担い手対策
表彰事業　　　　　　　　　　　　  新潟県農林漁業担い手対策推進会議賞 齋藤　裕之 新発田市

第65回　新潟県施設園芸立毛品評会
「いちごの部」　　　　　　　　　

 新潟県農業会議会長賞 阿部　　孝 胎 内 市

 新潟中央青果社長賞 阿部　春紀 新発田市

 全国野菜園芸技術研究会長賞 五十嵐　陸 新発田市

令和７年度　　　　　　　　　　　
西洋なし「ル レクチエ」果実品評会

 努力賞 橋　健太 新発田市

第27回全農枝肉共励会 優良賞 農事組合法人 石山農産 新発田市

第70回新潟県肥育牛求評共励会 優秀賞２席 

小野　耕司

 

胎 内 市

令和７年度村上牛枝肉研究会新潟大会 優秀賞

北陸農政局農山漁村男女共同参画優良事例
表彰　　　　　　　　　　　　　　　　  北陸農政局長賞 櫻井　美代子 新発田市

地域で頑張る
農業者

地域で頑張る
農業者

令和７年度　各種表彰受賞者紹介 （敬称略）令和７年度　各種表彰受賞者紹介 （敬称略）

たけうち 　としや

竹内　俊哉
（新発田市）

あねざき　　ゆ き こ

姉﨑　由紀子
（新発田市）

よしかわ　きよかず

吉川　清和
（阿賀野市）

　いそべ　いさむ

磯部　勇
（新発田市）

おおたけ　ゆういち

大竹　優市
（新発田市）

たかはし 　せいや

髙橋　征也
（新発田市）

ふるしま 　まさや

古嶋　雅哉
（新発田市）

　すぎばやし　たける

杉林　健
（新発田市）

【「担い手づくり部門」で
局長賞を受賞された橋さん】

【「農福連携の部」で
知事賞受賞された
小池和也代表理事】

【園芸参入塾でぶどうのせん定指導中】

【受賞を祝う「のぞみふぁーむ」の皆さん】

指導農業士指導農業士指導農業士 農村地域生活
アドバイザー

青年農業士青年農業士青年農業士 青年農業士
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○ 水稲生育速報公式LINEについて
水稲生育速報の公式LINEでは、稲作の生育状況や管理情報・緊急情報などをお届けしています。
下記の友だち追加用URLまたは、QRコードから新発田農業普及指導センターの友だち登録をお願いします。
（登録は無料です）

アカウント名：新発田農業普及指導センター（＠649lkqdr）

友だち追加用ＵＲＬ：https://page.line.me/649lkqdr

○ 新発田農業普及指導センターホームページについて
新発田地域振興局農業振興部では、農業技術情報や研修会・イベント情報、新発田地域
の「旬」の農産物情報等、ホームページで随時発信しています。ぜひご覧ください。
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/shibata-nogyo/

　新発田土地改良区管内のほ場整備地区では、果樹主体の観光農園
の整備が計画されており、その実現に向けた取組が進んでいます。
　今年度は、山形県と宮城県の観光農園を視察して運営のポイント
を学ぶとともに、長期に集客できるような品目の選定と、早期の所
得確保と収穫体験のしやすさを目指したジョイント栽培等新たな樹
形の導入等について検討をすすめました。
　作付けほ場の排水や防風対策、労働力と資金の確保、温泉施設な
どの観光資源との連携等々課題は山積ですが、次年度は新たに関係
機関とプロジェクトチームを設置し、課題解決に向けて引き続き支
援していきます。

友だち追加用 ＱＲコード友だち追加用 ＱＲコード

【 おしらせ 】

令和７年度　新発田農業普及指導センターの取組を紹介します令和７年度　新発田農業普及指導センターの取組を紹介します

テーマ：観光農園の実現に向けた取組
地域農業推進グループ第１地域（新発田市）

　聖籠町では、ほ場整備が予定されている６地区で農業所得の拡大を目的に園芸導入の取組を進めています。
　今年度は、ほ場整備事業により畑地造成した蓮潟地区の畑１haにおいて、排水対策の効果の確認と有機
物の補給を目的として、大麦を作付けしています。本格的な園芸導入に先立ち、大麦の生育状況を確認す
ることで整備初作での水はけの良し悪しを確認し、園芸品目作付けの
ための排水対策につなげてい
くことが目的です。
　次年度は、これらの取組結
果を踏まえ、整備直後のえだ
まめや抑制かぼちゃ等の栽培
安定に向けた支援を行ってい
きます。

テーマ：ほ場整備での園芸導入の取組
地域農業推進グループ第２地域（聖籠町）

　阿賀野市大日・村杉地区では、外部人材の受入体制づくりを進めて
おり、昨年度、着任した地域おこし協力隊員１名が、現在、里親※のも
とで栽培技術を習得中です。農業普及指導センターでも水稲及び笹神
なすの栽培技術習得を支援し、いずれも目標単収並みの収量を達成し
ました。
　また、現在、阿賀野市では６名の新規就農をめざす隊員が着任して

いることから、お互いのほ場を巡回し
取組状況を見学するとともに、営農面や生活面での悩み等を相談しあえ
るネットワークづくりに向けた交流会を開催しました。
　次年度は、就農準備に向けた営農計画づくりを支援するなど隊員の定
着に向けた取組を継続して支援していきます。
※里親とは現地で外部人材の研修を受け入れる農業者です。

テーマ：外部人材の受入による持続可能な営農体制の整備
地域農業推進グループ第３地域（阿賀野市）

　胎内市鼓岡・大長谷地区の15集落で構成する「夢ビレッジ胎内290」は、労力確保が課題となっている
「共同作業」の体制づくりに取り組みました。
　畦畔の草刈りや電気柵の設置作業について、地元大学生と連携するしくみ
づくりを行い、延べ13回の活動を行うことが
できました。また、農道や畦畔、雑草地の草
刈りについて、ラジコン草刈り機をリースを
することで作業の省力化が可能となることを
実証しました。これらの取組は地域からも好
評で、来年以降も継続する見込みです。
　次年度は、新たな人材も加えた共同草刈体
制の強化等に取り組んでいきます。

テーマ：外部人材、スマート農機を活用した営農体制づくり
地域農業推進グループ第４地域（胎内市）

　水稲を中心とした大規模土地利用型のモデル経営体を
対象に、規模拡大に伴う経営課題の解決を支援しました。
　モデル経営体はこれまで、規模拡大のボトルネックで
ある水稲収穫時期の労力集中の解消を目的に、８月収穫可
能な稲ＷＣＳ（稲発酵粗飼料）及び飼料用トウモロコシ
に取り組み、作期を分散することで規模拡大を進めてき
ました。
　今年度は、更なる収益性向上と年間を通した労働力の
平準化を図るため、5月下旬に収穫可能な牧草（イタリ
アンライグラス）の栽培実証に取り組み、労力分散と所
得向上の効果を確認しました。
　次年度は、牧草収穫後に稲ＷＣＳを栽培する二毛作にチャレンジすることとしており、引き続き支援し
ていきます。

テーマ：効率的で収益性の高い農業経営体の育成
担い手・経営支援グループ（全域）

【観光農園に適した栽培方法を研修】

【関係者でほ場確認と大麦栽培打合せ】 【取組みの説明をする法人代表】

【ラジコン草刈り機による作業実施】
（画像提供　NPO法人ヨリシロ）

【水田での牧草栽培研修会（新発田市）】

【好評だった地域おこし協力隊交流会】

【協力隊と関係機関のメンバー】

【地元大学生が参加した
　　　　　共同草刈り作業】

地域農業の課題解決に向け、令和７年度に計画活動に位置づけた31の課題の中から、一部の取組を御紹介します。


